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１．研究計画の概要 
咀嚼に伴い脳内では何が起こっているのか

を非侵襲的脳機能画像(fMRI)を用いて解析

する。開発ずみの顎口腔形態・機能解析シス

テムを咀嚼に特化して使用し、そのデータと

fMRI による脳機能イメージングとの統合を

はかり、咀嚼機能と脳機能の関連を解析する

ためのシステムを確立する。その際、画像分

解能と脳賦活信号向上をはかり、fMRI におけ

る脳賦活領域について咀嚼系組織毎に高精

度な分離を行う。さらに顎口腔解剖、咀嚼機

能と fMRI データの統合システムを開発し、

咀嚼の時系列解析を行い、ダイナミックな顎

機能に伴う脳賦活について、高分解能をもっ

て明らかにする 

 

２．研究の進捗状況 
各年度において計画通り進んでいる（下記参
照）。 
 
３．現在までの達成度 
咀嚼に伴い脳内では何が起こっているのか

を非侵襲的脳機能画像(fMRI)を用いて解析

するために本年度は以下の実験および解析

を行った。 

 ３Tesla 装置における撮像と解析条件の検

討の継続: 咀嚼系機能分離のための分解能

向上を目標とし、3Tesla MRI 装置を用いて

様々な撮像方法を比較検討し、axial 方向に

ついては決定、前頭部については改善された。

ただし未だ撮像困難な領域についてはより

精度を上げることが必要で、未だ検討を続け

ている。 

 新たな実験デザインの設定検討と装置開

発: 咀嚼系顎運動課題は、タッピング、咀嚼

運動、嚥下ともにデータ取得および解析を行

った。感覚は味覚課題を施行した。課題に応

じ、新しいデザインも確立した。また感覚を

定量化する装置を作成し、データ取得および

解析を施行し、有用性を確認した。これは来

年度からの解析に用いる予定である。 

 各人固有の三次元解剖形態と咀嚼機能の

統合解析の継続:各撮影毎にデータ欠損領域

と解剖的位置の精査を行った。さらに咀嚼運

動時の脳解析を行った。解剖画像、脳機能画

像ともに、随時発表される新たな解析方法を

使用し、データを再解析したうえで結果を精

査した。国内外の研究者達と積極的な情報収

集、情報交換に務め、一連の研究成果を検討

の後、国内外の学術集会で研究発表を行った。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 ３Tesla 装置における撮像と解析条件の検
討の継続 
 新たな実験デザインの設定検討と装置開
発 
 各人固有の三次元解剖形態と咀嚼機能解
析の継続。 
 ３Tesla 装置における脳機能解析を行う。 
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